













The current situation and the problems 
of Education Childcare Internship Ⅱ









　　　This paper discusses problems ans concerns regarding Education Childcare Internship Ⅱ 
by examining students' internship performance in special needs education school Our findings 











































































つまり，専門機関 ( 大学など ) と学校の連携活動を強化する。
　・大学で定期的に教員補助者の活動報告会をし，より専門性の高い支援の有り方を研究する。







項　　目   内　　容 H14.12.4   % H15.3.14   %     H18.10.1 %
学級全体 落ち着きが出てきた 24.1 48.3 95.6
集団適応
パニックが少なくなった 55.2 62.1 94.2 
教室から出て行かない 37.9 44.8 84.1
友達と遊べる 27.6 24.1 71.0
集団から外れない 　 65.5 85.5
学習意欲
集中して取り組める 　 44.8 88.4
意欲が出てきた 41.4 69.0 86.9 
学習効果
読み書き 24.1 44.8 73.9
算数 34.5 37.9 84.0
対人関係 37.9 72.4 84.0
職員の意識
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　・自らの責任や必要感を感じることをやり遂げることができる。      　　　　　      （社会的行動力）
　・集団や社会の一員として，ルールやマナーをわきまえながら行動することができる。　　（順法性）
　・ 問題に直面したときに，周りの人々の意見をよく聞いて，よりよい解決を考えようとすることがで
きる。                                                    　　　　　　　　　　　　　　　　  　　            （判断力）










　・レポート ( 春学期１回，秋学期１回 )　 20％
⑧ 授業展開及び授業内容：
　第１回 ( ４/ ７)  イントロダクション　受け入れ機関の確認
　第２回 (4/14)　 インターンシップとは
　第３回 (4/21)　 学習計画（この週までに各自受け入れ機関との打ち合わせをすませること）
－ 48 － － 49 － 関西国際大学研究紀要　第 10 号
教育保育インターンシップの現状と課題
　　　　　　　　次週からの４回の業務体験についての小課題提示
　第４回－第７回 (4/28, 5/12, 5/19, 5/26)  各職場で業務活動，活動記録は翌日までに提出
　第８回 (6/2) 　 大学で講義　 小課題の提出　 受け入れ先の種別に集まり討論
　　　　　　　　次週からの５回の業務体験に向けたテーマの設定
　第９回－第 13 回 (6/9, 6/16, 6/23, 6/30, 7/7)  各職場で業務活動，各自のテーマに沿った振り返り
　第 14 回 (7/14)  大学で活動発表会（グループ別）
　第 15 回 (7/28) 　大学で活動発表会（全体），レポート提出
−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−− 
　第 16 回 (9/29) 　学習計画，次週からの５回の業務体験についての小課題提示
　第 17 回－第 22 回 (10/6, 10/20, 10/27, 11/10, 11/17)   各職場で業務活動
　　　　　　　　　 (10/13 は，大学での個別相談日 )
　第 23 回 (12/1) 　大学で講義　 小課題提出　 受け入れ先の種別に集まり討論（グループ別）
　　　　　　　　  次週からの４回の業務体験についての小課題提示
　第 24 回－第 28 回 (12/8, 12/15, 12/22, 1/19) 各職場で業務活動，各自のテーマに沿った振り返り
　　　　　　　 　　(1/5 は，大学でテーマ別討論会 )
　第 29 回 (1/26)   大学で講義　小課題提出　受け入れ先の種別に集まり討論（グループ別）






　現場における業務体験の具体的内容を，上記の特別支援学校を事例にして，第 1 次 (4/28, 5/12, 






















































































































































２）　 日下菜穂子：「神戸市「通常の学級における LD 等への特別支援事業」における学校現場と大学と
の連携」　日本行動療法学会第 33 回大会　自主シンポジウム　資料　2007.12.　　
３）　神戸市小学校校長会編：「続変容する子どもたち」 みるめ書房 2006
４）　 特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議：「特別支援教育の在り方について（最終報告）」
文部科学省　2003
５）　中尾繁樹：「大学との連携を通して」『ＬＤ＆ＡＤＨＤ』明治図書　No,24 16-19 ｐ
